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令
和
８
年
２
月
11
日
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
の
表
彰
、
福
祉
の
作
文
・
標
語
の
表
彰

発
表
や
、
福
祉
協
力
校
の
活
動
発
表
な
ど
、
広
く
町

民
の
方
々
へ
福
祉
の
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
社
会
福
祉
大
会
を
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。　
　

　
第
２
部
に
は
、
エ
フ
ピ
コ
ダ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

岩
井
久
美 

氏
を
お
招
き
し
、「
う
ち
の

子
は
〟ハ
タ
ラ
ク〝
が
で
き
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
祉
の
標
語
は
「
つ
な

が
り（
た
す
け
あ
い
）」を
テ
ー
マ
に
募
集
し
ま
し
た
。

福
祉
の
標
語
は
応
募
総
数
１
，０
０
０
点
を
超
え
、

入
選
し
た
標
語
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
福
祉
協
力
校
の
発
表
等
の
大
会
の
様
子
は

YouTube

で
配
信
中
で
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
玉
城
町
社
協
も

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
24
回 

玉
城
町
社
会
福
祉
大
会

会長表彰

講演会

〈チャンネル登録方法〉
① 二次元コード
 　を読み込む
②「チャンネル
　 登録」を
　 クリック

第 24 回　玉城町社会福祉大会

クリック
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本
会
は
、「
笑
顔
広
が
る　

人
づ
く
り　

地
域
づ
く
り　

つ
な
が
り
づ
く
り　

の
実

現
に
向
け
て
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民
を

は
じ
め
地
域
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
日
、
国
内
の
人
口
減
少
と
働
き
手
の

減
少
を
見
据
え
る
と
、
地
域
の
支
え
合
い

の
形
が
よ
り
深
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
増
え
続
け
る
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
支
援
は
大
き
な
社
会
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
支
え
手
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
や
他
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
態
は
、
社

会
は
変
化
し
て
い
る
の
に
支
援
の
構
造
が

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
ひ
ず
み

が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
町
に
も
複
合
的
な
生
活

課
題
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、

子
育
て
と
貧
困
な
ど
地
域
福
祉
課
題
は
多

様
化
し
、
地
域
性
や
社
会
変
動
を
反
映
し

て
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
複
雑
・
多
様
化

す
る
課
題
を
解
決
に
導
く
た
め
に
地
域
福

祉
計
画
（
行
政
計
画
）・
同
活
動
計
画
（
社

協
民
間
計
画
）
を
一
体
的
に
策
定
し
、
令

和
８
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
こ
の
計
画
で
は
、「
公
助
」

（
行
政
）
だ
け
で
な
く
、「
自
助
」「
互
助
」

「
共
助
」
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
会
は
、
中
核
的
な
立
場
で
包
括
的
に

関
わ
る
体
制
が
必
要
に
な
る
な
か
で
、
町

地
域
共
生
室
や
福
祉
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
幅
を
広
げ
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
な

が
り
づ
く
り
の
プ
ロ
と
し
て
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
地
域
社
会
の
一
員
と
な
り
日
常

生
活
を
営
み
、
社
会
参
加
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
な
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
（
地
域
共
生
社
会
）
を

実
現
す
る
た
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

理
念
　
～ 

笑
顔
広
が
る
　
人
づ
く
り
　
地
域
づ
く
り
　
つ
な
が
り
づ
く
り
　
の
実
現
に
向
け
て 

～

令
和
８
年
度　

社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

事
業
方
針

重
点
項
目

事
業
実
施
項
目

１
．
法
人
運
営

２
．
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

３
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

４
．
受
託
事
業
の
運
営

５
．
募
金
活
動
の
推
進

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

７
．
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

１
．
法
人
運
営

①
法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

②
会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
会
費
の
増
強

を
図
り
ま
す
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を
周

知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加
を
促

進
す
る
広
報
活
動
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

④
役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研
修

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

２
、
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

①
〈
老
人
福
祉
活
動
事
業
〉

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◦
サ
ロ
ン
事
業
（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）

◦
安
否
確
認
（
ほ
の
ぼ
の
便
、
歳
末
援

護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
訪
問
））

◦
お
風
呂
サ
ロ
ン
の
開
催

◦
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
第
１
、
３
日
曜
）、

配
食
サ
ー
ビ
ス
（
第
２
、
４
、
５
日

曜
）
の
実
施

◦
安
心
配
達
事
業
の
実
施

◦
楽
笑
会
の
開
催

◦
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

充
実

②
〈
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
〉

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化
し
ま
す
。

◦
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
の
運
営	

第
４
期
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画
の

周
知
・
啓
発
、
あ
い
さ
つ
運
動
（
明

る
く
声
か
け
玉
城
の
日
）、
あ
い
さ

つ
人
及
び
あ
い
さ
つ
場
所
の
拡
充
、

地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
、
元
気
で

す
た
ま
き
体
操
の
推
進
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
健
康
体
操
）

◦
車
い
す
及
び
物
品
貸
し
出
し
事
業

③
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録
者

の
拡
充
と
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充

実
◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
、
意

識
の
啓
発
、
情
報
の
提
供

◦
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
と
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業
の
展
開

◦
わ
が
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
活
動

・
町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に
指

定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高

揚
と
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進

を
図
り
ま
す
。

◦
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

◦
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ
の

助
成

◦
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
を
促
進

④
〈
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業
〉

障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参
加

を
促
進
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
深
め
交

流
の
輪
を
広
め
ま
す
。

◦
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク

◦
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ

◦
シ
ッ
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
＆
は
っ
ぴ
ぃ

サ
ー
ク
ル
の
開
催

３
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
を
図
り
、　

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
問
題
解

決
に
努
め
ま
す
。

②
生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
生
資
金
の

有
効
活
用
を
図
り
、
低
所
得
者
世
帯
の

生
活
安
定
と
福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

③
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方

に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関

す
る
相
談
・
助
言
や
、
手
続
き
・
支
払

い
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

◦
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

４
．
受
託
事
業
の
運
営

①
高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ
の

他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し
た
バ

ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

②
住
民
の
外
出
支
援
の
た
め
の
バ
ス
運
行

を
行
い
ま
す
。（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式

に
よ
る
元
気
バ
ス
の
運
行
）

③
各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営
を
行
い
ま

す
。

◦
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営

◦
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
身
体
障
害

者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
町
遺
族
会
の

５
団
体

④
高
齢
者
等
交
通
安
全
対
策
事
業
（
免
許

返
納
）

⑤
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
）

◦
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
ぴ
ん
の
会
の

開
催

⑥
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

⑦
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

５
．
各
種
募
金
活
動
の
推
進

①
日
本
赤
十
字
社
募
金
の
積
極
的
協
力
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

◦
日
赤
募
金
（
５
月
）

②
共
同
募
金
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
地

域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

◦
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

◦
共
同
募
金
（
10
月
）

◦
歳
末
助
け
合
い
募
金
（
12
月
）

◦
三
重
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
百
貨
店

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動
を
行
い

ま
す
。

◦
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質

向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し
た
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

◦
介
護
給
付

◦
予
防
給
付
（
居
宅
・
通
所
・
訪
問
介
護
）

②
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質

向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し
た
障
害

者（
児
）サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

◦
生
活
介
護
事
業
（
夢
工
房
た
ま
き
）

　
　

開
所
時
間
の
拡
大　

17
：
30
ま
で

◦
相
談
支
援
事
業
（
み
ら
い
）

◦
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

◦
移
動
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

〈
地
域
活
動
支
援
町
単
独
事
業
〉

③
安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

◦
福
祉
有
償
運
送
事
業

７
．
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

①
地
域
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性
を
も
っ

た
事
業
を
行
い
ま
す
。

◦
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運

営

令和８年度 玉城町社会福祉協議会収支予算

介護保険収入
140,309千円 36.6％
介護保険収入
140,309千円 36.6％

法　人
66,724千円 17.4％
法　人
66,724千円 17.4％

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

153,336千円
40.0％

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

153,336千円
40.0％

前期繰越
55,283千円 14.8％
前期繰越
55,283千円 14.8％
積立資産取崩収入
5,000千円 1.3％
積立資産取崩収入
5,000千円 1.3％
寄付金・事業収入・その他
2,181千円 0.5％

シルバー人材センター
59,808千円 15.6％
シルバー人材センター
59,808千円 15.6％

町受託金
49,607千円 13.0％

町補助金 38,630千円 10.0％
障がい福祉収入 30,444千円 7.9％

障がい福祉事業
（生活介護・相談支援） 33,921千円 8.9％ 県受託金 1,361千円 0.3％

県補助金 　　　 0円 0.0％

会費 985千円 0.2％

元気バス
22,095千円 5.8％

シルバー人材センター
60,502千円 15.8％
シルバー人材センター
60,502千円 15.8％

その他の支出事業
0.078千円 0.0％
その他の支出事業
0.078千円 0.0％

予備費
35,500千円 9.2％
予備費
35,500千円 9.2％

共募配分金 1,173千円 0.3％
福祉バス
11,052千円 2.9％

収　入
383,208千円

支　出
383,208千円
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　小学４年生から中学生まで、また防災活動を推進
する行政の方々、地域の方々と一緒に防災活動に取
り組んでいます。ポリ袋炊飯や簡易トイレの組み立
て、防災倉庫の見学、新聞紙スリッパづくりや避難
所運営ゲーム、タウンウォッチング、ロープワー
ク等に至るまであらゆる防災訓練に取り組んでいま
す。また防災コーディネーターや防災士の資格取得
にも力をいれています。是非皆さんも私たちと一緒
に防災活動しませんか。

　玉城町のみなさんの健康長
寿を目指し、『健康』『しあわせ』
の輪を広げる活動をしていま
す。
　現在はフレイルしあわせサ
ポーター（愛称）としてフレ
イル予防の取り組みを重点に
おいて活動しています。

　現在 10 名の会員で季節の花、野菜、歳時記等をテーマ
に描いた絵手紙を、毎月約 90 枚作成し、各地区の民生委
員の方を介して、独居老人の希望される方に届けています。
　これからも、「喜び」や「元気」が伝わる絵手紙作りに努
めてまいります。
　なお、会員募集中
ですので興味のある
方 は ご 連 絡 く だ さ
い。

　認知症に対する正しい知
識や理解を持ち、地域で認
知症の人や、その家族に対
して出来る範囲でお手伝い
する自主活動グループです。
　町内外での認知症サポー
ター養成講座を中心に活動
の輪を広げています。
　私達と一緒に活動してい
ただく方を募集中です。

［ 連絡先 ］
サポーターさくら事務局

（合同会社たまきあい）
☎ 58―2251

　
玉
城
町
に
は
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
ふ
く
し
力
向
上
の
た
め
に
、
強

い
絆
で
つ
な
が
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
記
載
の
団
体
は
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
各

団
体
へ
お
つ
な
ぎ
致
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
８
︱
６
９
１
５
）

令和８年度 玉城町ボラン ティアセンター登録団体

玉城町防災ボランティア

健康しあわせ委員会 絵手紙サークルゆずりは会

サポーターさくら

青色回転灯ボランティアパトロール
　青色回転灯ボランティアパトロールとは？
　「安心して暮らせる町」を目指すために、ボランティアの方々によって構成さ
れています。
　活動内容は、第１・第３月、金曜の午後、町の青色回転灯装着車両に乗車し、
町内を犯罪抑止・防犯活動パトロールしていただいております。

玉城語り部会

　玉城町の歴史・文化を学
ぶ活動をしています。田丸
城、熊野街道など
の案内もしていま
すので、お声をか
けてください。

玉城町虹の会

　社協主催のひとり暮らし
の高齢者への昼食弁当作り
を配達、夢工房たまきやそ
の他の社会事業のイベント
のお手伝い等しています。
　お互いを尊重し助け合い
ながら生き生きした活動を
送りたい人達の集まりです。
　ボランティア活動を通し
て、明るく元気で住みよい
町になる事を願いながら活
動しています。虹のように
美しい輪をつなげてくださ
いますよう、会への参加お
待ちしています。（昼食弁当
作りだけでも大歓迎です）

玉城町おもちゃ病院

　動かなくなったもの、音
の出なくなったもの等、不
具合が生じたおもちゃの修
理をしています。手先の器
用な方、電気・機械的なも
のに興味のある方、大歓迎
です。

玉城町
食生活改善推進協議会

　子どもから高齢者までの
バランスのとれた食生活の
定着を目的に自主的な活動
と行政への支援活動の両面
から、食を通した健康づく
りのボランティア活動と会
員の運動をしています。

はな♪はな♪おはなし会

　赤ちゃんから小学生さん
を対象に、福祉会館、町内４
つの保育所及び小学校、玉城
町図書館で絵本と紙芝居の
読み語りをしています♪
玉城っ子が心豊かに育ちま
すようにー。

マジックふらわぁ

　福祉施設、児童館、老人
会、各種イベント等でマジッ
クを披露しています。
　簡単で楽しいマジックで
す。いつでも、どこへでも「マ
ジックの出前」をします。尚、
ボランティアですので、特
に準備等して頂く事はあり
ません。気軽にご連絡くだ
さい。
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玉
城
町
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
体
験

型
の
防
災
学
習
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
防
災
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。３

月
３
日
、
有
田
小
学
校
の
６
年
生
34

名
を
対
象
に
、「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）」を
実
施
し
ま
し
た
。Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
は
、

災
害
時
に
避
難
所
で
起
こ
り
う
る
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
を
想
定
し
な
が
ら
、
避
難
所

を
ど
う
運
営
し
て
い
く
か
を
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
児
童

か
ら
は
、「
色
々
な
人
が
く
る
か
ら
自
分

も
で
き
る
こ
と
は
手
伝
い
た
い
」「
中
学

生
に
な
っ
て
も
こ
の
体
験
を
忘
れ
ず
人
の

た
め
に
動
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
も
あ
が

り
、
避
難
所
を

疑
似
体
験
す
る

こ
と
で
、
防
災

意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
協

力
・
思
い
や
り

の
心
の
大
切
さ

を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

世
代
間
交
流
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
有
田
小
学
校
と
外
城
田
小
学
校

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

・
有
田
小
学
校

（
４
年
生
29
名
、お
一
人
暮
ら
し
の
方
12
名
）

・
外
城
田
小
学
校

（
３
年
生
41
名
、お
一
人
暮
ら
し
の
方
13
名
）

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
考

案
の
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
か
ら
は
「
小
学
校
に
行
っ

真
冬
の
防
災
講
座
＆
避
難
所
宿
泊
体
験

防
災
キ
ャ
ン
プ
開
催

地
域
で
○楽
し
く
○笑
顔
の
交
流
○会

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
を
受
賞

「
も
し
も
の
時
ど
う
す
る
？
」

小
学
生
が
避
難
所
運
営
を

ゲ
ー
ム
で
体
験

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
津
波 

、
頻
発
す

る
台
風
や
局
地
的
大
雨
等
の
自
然
災
害
か

ら
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
、
体
験
型
防

災
学
習
を
通
し
て
、
防
災
の
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
に
１
月
17
日
～
18

日
、
町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

に
て
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
の
防
災

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
、
11
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
に
は
鳥
羽
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
、
子
育
て
応
援
‼
０
１
２
３

サ
ー
ク
ル
の
山
本
道
子
さ
ん
、
岡
村
純
子

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
ポ
リ
袋

を
使
用
し
簡
単
に
で
き
る
レ
シ
ピ
を
教
え

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
で
は
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
元
気
に
生
活
で
き
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な「
福
祉
の
標
語
」

を
、
青
少
年
を
育
て
る
会
、
健
康
し
あ
わ

せ
委
員
会
と
共
同
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
広
く
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
応
募

総
数
１
，１
９
４
通
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
大
人
の
部

に
分
け
て
審
査
し
、
選
ば
れ
た
作
品
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
の
標
語 

入
選
作
品

「
つ
な
が
り（
た
す
け
あ
い
）」 

テ
ー
マ

※元気ですたまき委員会とは…		
社会福祉協議会が設置する地域福祉を
推進する委員会です。

※健康しあわせ委員会とは…		
保健福祉課が設置する町民への健康づ
くりを啓発する委員会です。

※青少年を育てる会とは…			 
次代の郷土を担う青少年の健全育成を
図ることを目的とする団体です。

大　　　賞　〈敬称略〉

元気ですたまき委員会賞　〈敬称略〉

青少年を育てる会賞　〈敬称略〉

健康しあわせ委員会賞　〈敬称略〉

さしのべた手　いつのまにか　笑顔の輪
小学生の部　東條　快晟（有田小６年）　・不安な時に声をかけ合えたらみんなが幸せ。

少しの勇気で　小さな手でも　大きな助け
小学生の部　𠮷川　羽希（田丸小５年）

・自分の力は小さくても、勇気を持って行動すれば、だれかに役に立つことができると思いました。

ひとりじゃないよ　なかまといっしょ
小学生の部　田中　斗紀（外城田小２年）　・ともだちがこまっているときに思いました。

スマイルで　ひろがる元気　まちじゅうに
小学生の部　中山　柊希（外城田小６年）　・笑顔は、まち全体に広がっていく。

あなたの助けが　回り回って　あなたにもどる
中学生の部　掛橋　智陽（玉城中２年）　・たすけあいはたすける人にとってもいいこと。

「助けて」を　みんなで一緒に　うけとめる
中学生の部　東出　悠愛（玉城中３年）　・だれがの SOS を全員でうけとめ、助け合うことが必要だと思いました。

思いやり　つながる先は　みんなの笑顔
中学生の部　山川　咲季（玉城中３年）

・互いを尊重し、相手を気遣う心が人々のつながりを深め、幸福な社会を築くための大切な要素である思い。

つながろう　たまきのこころ　たからもの
中学生の部　西村　比呂（玉城中３年）　・みんなでたまきちょうを大切にしていこう。

たがいに気づき　まごころそえて　きずなを育む玉城のちから
大 人 の 部　横井　沙弥佳　・地域ぐるみでの支えあいをイメージしました。

あいさつは　人とを繋ぐ虹色の明日へ
大 人 の 部　宮嶋　浩一　・玉城町で第三火曜日に実施されます「明るく声かけ玉城の日」であいさつに参加してみなさ
んに声掛けすると笑顔で元気な「おはようございます♪」との心を繋ぐあいさつが返ってきます。継続は力なりと申し
ます。今後もこの運動がますます広がっていくことを目指してみんなで顔晴りましょう。

勇気の一言　孤独０
ゼロ

大 人 の 部　西野　吉彦　・いたわりの一言をかけてお互いを知り合う事がつながり、たすけあいの第一歩になるのでは。

お互いに、許す心が　花ひらく
大 人 の 部　南　晶子　・子供にも大人にも、納得いかない事があったり腹立つ事があると思います。でも、いつもそん
な事ばかりしてたら困った時に誰も助けてくれません。だから、誰かの嫌な所を見つけるのではなく苦手な人でもいい
所を見つけて寄り添い、困った時はお互い様になれるようになればいいなと思ってこの言葉を選びました。許す心と言
うか、相手を理解しようとする気持ちを持てるととっても楽になります。そうすると、周りにも優しくなれるし、笑顔
が溢れます。私は子供達に、強く育ってほしいしすぐに手を差し伸べれる行動力と優しい心がある人に育ってほしいです。
ですのでまずは、自分から。相手の考え、気持ち、背景を一度に自分に取り組み、理解した上で、手を差し伸べ寄り添
える人になりたいと思います。

避難所運営ゲーム体験

て
い
た
だ
き
実
際
に
調
理
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
火
を
消
す
体
験
を

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い
る
事

を
聞
き
な
が
ら
体
験
で
き
た
」
な
ど
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

宿
泊
コ
ー
ス
の
方
は
ク
ッ
キ
ン
グ
の

後
、
防
災
講
座
と
し
て
、
水
消
火
器
訓
練

と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
簡
易
ト
イ
レ
組
み
立

て
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寝
る
準
備
を
行
い
、
22
時
消

灯
。
初
め
て
会
う
人
同
士
が
同
じ
場
所
で

寝
る
と
い
う
非
日
常
的
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
６
時
起
床
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体

を
起
こ
し
、
朝
食
に
は
非
常
食
の
ア
ル

フ
ァ
米
を
食
べ
、
宿
泊
し
て
感
じ
た
こ
と

を
み
ん
な
で
共
有
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
第
30
回
防
災
ま

ち
づ
く
り
大
賞
（
日
本
防
火
・
防
災
協
会

長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

代
表
の
松
山
稔
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
名
誉
な
賞
に
繋

が
っ
た
。今
後
も
継
続
し
て
活
動
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
契
機
に
創
設
さ
れ
、
地
域
に

根
ざ
し
た
団
体

な
ど
の
防
災
に

関
す
る
優
れ
た

取
組
を
表
彰

し
、
全
国
に
広

く
紹
介
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
、
今

回
で
30
回
目
を

迎
え
ま
す
。

ポリ袋炊飯

表彰式（東京）

て
新
鮮
な
気
持

ち
で
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
声

も
あ
り
、
終
始

楽
し
く
笑
顔
が

絶
え
な
い
交
流

会
と
な
り
ま
し

た
。

ボール転がしゲーム



ご寄付ありがとうございました（１月～３月）
阪井　昌子 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,000 円
カラオケ リズム 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,829 円
匿　 名 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000 円
元気バス募金箱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102,276 円

福祉のイベントとして地域の方々に楽しく、また
身近に福祉・ボランティアの大切さを感じていた
だくことを目的に開催します。
・福祉施設・ボランティアの活動啓発
・地域でのさまざまな活動のPR
・スタンプラリー　ほか

蚊野、松ヶ原、野篠
北村　洋子

第１・２城東団地
青山　久美子

（敬称略）

　伊勢農業協同組合様に食料品をご寄付
いただきました。
　今後、生活困窮者支援や地域福祉活動、
介護保険事業に役立てていきたいと思い
ます。
ご寄付いただきありがとうございました。

何でも相談（予約不要）
日　時：毎月10日、30日　13：00～15：00
場　所：玉城町保健福祉会館にて
相談員：民生児童委員、人権擁護員、行政相談員

身近な社協の相談窓口ご案内

玉城町社会福祉協議会の情報を発信中!!

ご寄付
いただいた方のご紹介

新しく民生委員が
委嘱されました

明るく声かけ玉城の日（毎月第3火曜日）
家庭・地域・学校・職場

いつでも・どこでも・だれとでも
あいさつの輪を広げていきましょう。

ホームページ フェイスブック
YouTube
チャンネル

◆◆◆ 元気ですたまきまつり ◆◆◆

日　時 ／ 令和８年６月７日（日）
　　　　  10：00～14：00（雨天決行）
場　所 ／ 玉城町保健福祉会館

～ 笑顔で元気に「和っはは～輪っはは～」 ～


